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本書の使い方

　本書は、おもに開業歯科医を対象として、実際の裁判例や紛争事例をもとに歯科医院の経営に潜む法的リ
スクを考察し、関連する法令・裁判例などを紹介し、法務（リーガルマインド）の目線から歯科医院の経営
の“転ばぬ先の杖”として役立てていただくことを目的としました。
　開業歯科医は、「医療供給者」「医院経営者」「私人（個人）」とそれぞれ別々の側面を有しています。そこ
で、本書においては、「第１章　歯科医師としての法務事例」でおもに歯科医業に関する事例、「第２章　経
営者としての法務事例」で歯科医院の経営に関する事例、「第３章　私人としての法務事例」で一私人とし
ての側面に関する事例を、本書の「まなび塾」のテーマとしました。
　いずれも基本的には直近の裁判例などを中心に解説をしていますが、なかには適切な裁判例などが見当た
らないため、著者らが実務上経験した歯科医師をめぐる紛争を関係者が特定されないようにデフォルメした
事例（具体的には第１章⑤、第３章①②③）も取り上げました。ちなみに、著者らが取り扱った事例につい
ては、とくに先生方に法的紛争の実態を“体感”していただくため、紛争の概要・経過を詳細にご紹介しま
した。まずは、こちらを先に読んでいただければ、どのようなときに・どのような理由で紛争に巻き込まれ、
これがなぜ法的紛争まで発展してしまうのかを“体感”していただけるものと思います。
　本書でとくに理解していただきたいところは、各事例の最後に指摘した「本事案から歯科医師に学んでほ
しいこと」という箇所です。この箇所に著者らが先生方に伝えたかったエッセンスが凝縮しています。時間
がない場合には、この箇所を読んでいただくだけでも先生方のお役に立てるものと自負しています。
　本書ではできるだけわかりやすく解説し、読みやすい構成にしました。とくに、理論的でわかりにくい箇
所は「ワンポイントアドバイス」として説明するなどわかりやすさを失わないように工夫しました。また、
先生方がとくに気になる裁判例があった場合に備えて、その出典に当たることができるように可能な限り出
典を紹介しました。


